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め
ま
し
て
、
中
村
病
院
で
す
。

中
村
病
院
院
長

中
川
　
首
〓

Ｐゝ／　も師猜剛御様』」姉］讀贅「紫ば̈
は知げ跡嚇

広
報
誌
の
発
行
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
皆

様
方
に
当
院
に
関
す
る
情
報
と
時
期
に
応
じ
た
医
療
情

報
の
提
供
を
行
う
こ
と
が
、
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
発
刊
に
際
し
て
、
当
院
の
沿
革
や
概
要
等
を
簡
単

に
こ
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

饉
四
一

中
村
病
院
は
昭
和
４９
年
３
月
に
有
床
診
療
所
と
し
て
発
足
し
、
今
年
３９
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。
初
代
院
長
は
中
村
欣
一先
生
で
、
妻
で
あ
る
尚
子
先
生
と
と
も
に
診
療
を
開
始

し
ま
し
た
。
欣
一先
生
は
外
科
医
で
尚
子
先
生
は
小
児
科
医
で
す
。
昭
和
６２
年
７
月
病
床

を
６２
床
に
増
床
し
、
平
成
元
年
７
月
医
療
法
人
元
山
会
を
設
立
し
ま
し
た
。
平
成
８
年
４

月
老
健
施
設
と
し
て
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
塩
尻

（１
０
０
床
）
を
開
設
。
平
成
１０
年
１０
月
療
養

病
棟

（３８
床
）
を
開
設
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

ｍ
Ｈ
日

ベ
ッ
ド
数
は
、
病
院
１
０
０
床

（
般
５６
ヽ
介
護
療
養
４４
）
ヽ
老
健
１
０
０
床
で
す
。

職
員
数
は
、
病
院
７７
名

（医
師
５
名
、
看
護
師
３８
名
等
）
、
老
健
６２
名

（歯
科
医
師
１
名
、

看
護
師
１２
名
、
介
護
福
祉
±
３５
名
等
）
で
す
。
付
属
施
設
と
し
て
、
塩
尻
市
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
と
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
が
あ
り
ま
す
。
１
日
平
均

（平
成
２４
年
度
）
で
の

患
者
数
は
病
院
外
来
９０
名
、
入
院
６０
名
、
老
健
入
所
者
９０
名
、
デ
イ
ヶ
ア
利
用
者
１２
名
で
す
。

籠
囲
Ｕ

一般
病
棟
を
入
院
患
者
の
入
り
□
と
し
て
、
そ
の
後
療
養
病
棟
や
老
健
へ
と
患
者

さ
ん
が
転
棟
あ
る
い
は
入
所
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
療
養
病
棟
や
老
健
で
入
院
が
必
要

と
な
っ
た
患
者
さ
ん
は
、
廊
下
を
移
動
し
て
再
度
一般
病
棟
へ
入
院
し
、
急
性
期
の
治
療
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
病
態
に
応
じ
た
速
や
か
な
対
応
が
、
一つ
の
特
徴

と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
外
来
で
は
、
小
児
科
を
中
心
と
し
た
医
療
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、

塩
尻
地
区
に
お
け
る
小
児
科
医
療
の
基
幹
病
院
と
な
っ
て
い
ま
す
。
通
常
の
診
療
以
外
に

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
◇
専
門
外
来
と
し
て
は
、
循
環
器
科
、
神
経
内
科
、

消
化
器
外
科
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
医
が
診
療
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。
救
急
医
療
に
お

い
て
は
、
２
次
輪
番
病
院
と
し
て
の
登
録
を
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
救
急
車
の
受
け
入
れ
や

時
間
外
で
の
診
療
依
頼
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。
一般
病
棟
で
は
、
こ
家
族
の
希
望
に
よ
り
、

胃
痩
造
設
も
行
っ
て
い
ま
す
。
療
養
病
棟
で
は
、
長
期
療
養
を
希
望
さ
れ
る
こ
家
族
か
ら

の
申
し
出
に
応
じ
て
、
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
老
健
で
は
、
一般
病
棟
を
退
院
後
、

こ
自
宅
で
の
療
養
あ
る
い
は
施
設
入
所
ま
で
の
間
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

薗
日
Ｕ

私
は
院
長
と
し
て
昨
年
の
４
月
に
赴
任
し
ま
し
た
。
そ
の
直
後
か
ら
全
職
員
に
対

す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
開
始
し
、
そ
こ
か
ら
当
法
人
の
課
題
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
法
人
の

建
物
は
一般
病
棟
、
療
養
病
棟
お
よ
び
老
健
に
分
か
れ
て
い
て
、
職
員
も
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
に

分
か
れ
て
働
い
て
い
ま
す
。
フ」
の
こ
と
が
３
部
門
の
緊
密
な
交
流
の
障
害
と
な
っ
て
い
ま
す
。

法
人
全
体
と
し
て
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
動
き
に
欠
け
る
こ
と
を
、
一つ
の
課
題
と
し
て
多
く

の
職
員
が
指
摘
し
ま
し
た
。
も
う
一つ
は
、
大
き
な
変
貌
を
遂
げ
て
い
る
国
の
医
療
政
策
に

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
け
ば
良
い
の
か
と
い
う
課
題
で
す
。
こ
の
底
流
に
は
、
若
年
者

が
減
少
し
高
齢
者
が
増
え
て
い
る
こ
と
と
、
そ
れ
に
つ
れ
て
慢
性
疾
患
が
増
加
し
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
４０
年
間
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
新
た
な
決
意
を
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Ｒ
Ｈ
一
図
Ｕ

当
法
人
に
は
、
地
域
と
と
も
に
歩
み
、
住
民
に
と
っ
て
身
近
で
信
頼
で
き

る
医
療
機
関
と
し
て
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
病
院
は
地
域
の
公
的
財
産
で
あ
る
が
ゆ
え

に
、
住
民
の
二
―
ズ
に
従
い
、
職
員
の
声
も
聞
き
入
れ
な
が
ら
、
存
続
　
発
展
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
一年
一年
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
診
療
内
容
の
充
実

と
療
養
環
境
の
改
善
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
最
後
に
皆
様
方
の
本
年
の
こ
多
幸
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

く思



地
域
の
皆
さ
ま
と
と
も
に

ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
塩
尻
施
設
長

中
村
　
尚
子

遡
る
こ
と
平
成
元
年
、
元
山
会
に
お
い
て
老
人
保
健
施
設
の
建
設
計
画
が

立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
関
連
サ
ー
ビ
ス
の
将
来
性
が
謳
わ
れ
て
い
た
当
時
、
九
山
会
が
塩

尻
市
で
初
め
て
介
護
施
設
を
設
立
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
理
事
長
が
新
聞
社
に

取
材
を
受
け
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

当
時
は
、
中
信
地
区
に
は
ま
だ
介
護
施
設
が
少
な
く
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
や
精
神
病
院
が
一部
で
運
営
し
て
い
る
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
ま
た
一人
暮

ら
し
や
、
介
護
を
要
す
る
高
齢
者
の
方
々
が
急
速
に
増
え
出
し
た
時
代
で
も
あ

り
ま
し
た
。

ま
さ
に
こ
こ
が

「ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
塩
尻
」
の
原
点
と
も
い
え
る
わ
け
で
す
が
、

平
成
２
年
５
月
、
理
事
長
が
脳
出
血
で
倒
れ
、
老
人
保
健
施
設
の
建
設
計
画
が

一旦
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
一時
、
元
山
会
の
存
続
自
体
も
危
ぶ
ま

れ
ま
し
た
が
、
老
人
保
健
施
設
の
設
立
に
向
け
、
几
山
会
は
再
び
動
き
出
し
ま

し
た
。

検
討
を
重
ね
、
「永
く
幸
せ
で
い
よ
う
」
と
い
う
願
い
を
込
め
て

「ロ
ン
グ
ラ

イ
フ
」と
い
う
名
前
に
決
め
、
当
初
の
構
想
か
ら
お
よ
そ
６
年
を
経
て
、
平
成
８

年
４
月
に
開
所
と
な
り
諫
し
た
。以
来
、
地
域
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
べ
く
、

邁
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

現
在
ま
で
元
山
会
を
支
え
続
け
て
い
た
だ
い
た
地
域
の
皆
さ
ま
の
お
か
げ

で
「ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
塩
尻
」
の
今
日
が
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
地
域
の
皆
様
に
愛
さ
れ
る
施
設
を
目
指
し
、
「ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
塩
尻
」

を
運
営
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

広
報
誌
発
刊
に
あ
た
っ
て

中
村
病
院
看
護
師
長巣
山
　
節
子

第
１
号
に
看
護
部
の
紹
介
を
掲
載
で
き
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

看
護
部
の
理
念
は

「患
者
さ
ん
に
安
全
な
環
境
と
安
心
出
来
る
看
護
を
提

供
し
ま
す
」
「チ
ー
ム
医
療
の
中
で
看
護
師
と
し
て
の
役
割
を
誠
意
を
も
っ
て

担
い
ま
す
」
ヨ
塁か
な
人
間
性
を
持
つ
た
め
に
、
常
に
自
己
研
鑽
に
努
め
ま
す
」

「患
者
さ
ん
の
権
利
を
尊
重
し
、
自
立
へ
の
支
援
に
努
め
ま
す
」
と
の
理
念
に
沿

い
、毎
年
目
標
を
作
り
実
践
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
目
標
は
、①

５
Ｓ
運
動
の
推
進

（安
全
な
看
護
の
提
供
）
、②

患

者
さ
ん
が
必
要
と
す
る
看
護
を
提
供
す
る

（個
別
看
護
の
提
供
　
受
け
持
ち

制
に
つ
い
て
の
検
討
　
看
護
記
録
、
計
画
の
見
直
し
）
、③

他
職
種
と
の
連
携

を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
、④
イ
ン
シ
デ
ン
ト
や
ヒ
ヤ
リ
八
ッ
ト
等
の
レ
ポ
ー
ト
類

の
提
出
を
多
く
す
る
、と
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

中
村
病
院
は
一般
病
棟
と
医
療
　
介
護
療
養
病
棟
が
あ
り
ま
す
。病
床
数
は

一般
５６
床
　
療
養
病
床
４４
床
で
す
。
入
院
基
本
料
は
１３
対
１
の
入
院
基
本
料
。

療
養
病
棟
入
院
基
本
料
は
、
医
療
療
養
病
棟
は
特
別
入
院
基
本
料
、
介
護
療
養

病
棟
は
療
養
型
介
護
療
養
サ
ー
ビ
ス
費
Ｉ
で
す
。平
均
在
院
日
数
は
２‐
日
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

看
護
体
制
は
２
交
代
勤
務
に
な
っ
て
お
り
、
チ
ー
ム
ナ
ー
シ
ン
グ
　
受
け
持

ち
制
で
、患
者
さ
ん
を
看
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、安
曇
野
赤
十
字
病
院
、
信
州
大
学
附
属
病
院
、
丸
の
内
病
院
、藤
森
病

院
、
相
澤
病
院
、
諏
訪
赤
十
字
病
院
さ
ん
等
と
連
携
を
取
ら
せ
て
い
た
だ
き
、

中
信
地
区
の
方
々
に
広
く
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
大
変
あ
り
が
た
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
中
村
病
院
に
入
院
し
て
良
か
っ
た
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
看
護

部
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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ロングライフ塩尻
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暮らしを支えるパートナー

ロングライフ塩尻は看護 介護 機能訓練を必要とす
るお年寄りに、適切な医療サービスと日常生活上のサー

ビスを提供し、家庭的な雰囲気の中で、自立へのお手伝

しヽをし、家庭生活への早期復帰を目指し、在宅生活を支

える事を目的とした施設です。介護でお困りの事がこざ

いましたら、お気軽にこ相談ください。
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機能訓練や介護 看護の必要
な場合、こ家族と共に家庭復帰

のお手伝しヽをさせて頂きます。

c~利用者様の日常生活動作の維

持や改善のために訓練を行い、

より楽しい生活が出来るように

援助させて頂きます。

介護する方が冠婚葬祭や旅行

などで家を留守にしたい時や、

介護疲れなどで休養をとりたい

ときなどお手伝しヽさせて頂きま

す。

家庭でのり八ビリや入浴が思うようにできない

方や昼間介護者が不在になる方 生活に刺激や生
きがいを見つけたいと考えてしヽる方のお手伝いを

させて頂きます。来所時には家庭的な雰囲気の中

でお好きな活動を行えるよう努力しており、また、

外出行事にも力を入れており、皆様のこ希望する

場所をお選び頂き、楽しんで頂いております。

外来に|ま、内科、小児科、外科そして専門外来の循環

器内科、神経内科、消化器外科があります。一般病棟には、

外来からの患者さん、他院 他施設からの紹介患者さん
および当院の療養病棟や老健施設からの患者さんが入院

しています。療養病棟は介護療養病棟であり、比較的長

く入院力0療を必要とする方が入院しています。

・‐ 111'■目尉
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・

通常診療の他、外科診療では下肢静

脈瘤治療 胃内視鏡 超音波検査等を
実施 (各々予約制)。 小児科では予防接

種専門の時間を設定、個別接種プラン

を立てて実施。その他、健診やドック

なども行つています。こ希望等、それ

ぞれお気軽にこ相談下さしヽ。

「
¨
園臣

当院では寧L幼児から百歳を超える方ま

で幅広く、亜急性期 慢性期、り八ビリ
継続や緩和ケア等々の入院希望の方を受

け入れており、個々の診療計画に基づい

て治療をしております。また、職員は患

者様が安心 安全な入院生活が出来るよ
う援助させて頂いております。

長期に渡り療養を必要とされる方に、

個々の能力に応じたサービスを計画し、

これに基づいて、自立した日常生活を

営む事が出来るよう、療養 看護 医
療管理の面で、日常生活のお世話やリ

八ビリを行つてしヽます。職員―同、誠

意を持つてお世話させて頂きます。

■
嘔
ｕ
ｎ
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介護支援専門員

同一敷地内の在宅介護支援センターロングライフ塩尻

ナi業担漏震こ1案錢i

1 曜 日  1 月

1 州  新覧明
1 悩 イレ哭 4栞■   信 十 匠 師

」呪科 菅谷 紘子 菅谷 紘子

【副院長】    【副院長】
中村 尚子  中村 尚子

′1■■■L
外科 内科 小児科 循環器内科 消化器外科
神経内科 り八ビリテーシヨン科

「
■■■● (受付 8:00～ )
【月曜～金曜l午前 900～ 1230(受付 1200まで)

午後1400～ 1730(受付 1700まで)
【土 曜 l午前 900～ 1230(受付 1200まで)

■■■■

土曜 (午後)、 日曜、祝祭曰、
8月 14曰～160、 12月30曰～1月3曰

:病床数¬00床

:層 讐:,療 (ぅち介護療養
“"

火 土 (AM)

信大医師

【冨」朦き曼】
浦山 弘明

信大医師

信大医師

【副院長】    隔」院長】
浦山 弘明  浦山 弘明

田中 研―   信大医師

(AM)
菅谷 紘子

菅谷 紘子 菅谷 紘子

内科
小児科

内科
神経内科

内科  |

循環器内科 |

【副院長】
中村 尚子

【副院長】
中村 尚子

【副院長】    旧」院長】
中村 尚子   中村 尚子

【腎副曼】(PM)
中川 真―

【院長I(AM)
中川 真一

【院長】
中川 真一
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中村病院 介護老人保健施設

療養型病床群併設病院 ロングライフ塩尻
塩尻市在宅介護支援センター

居宅介護支援事業所
ロングライフ塩尻

00o000
‐ i t‐ | ■IIlill
看護師 【常勤・パート】:若干名
2交替制 夜勤専従 パート (応談可)

※各勤務形態についてはお気軽にこ相談下さい。

看護師【常勤.夜勤の出来る方】・介護員.支援相談員

介護老人保健施設 ロングライフ塩尻

※詳細につきましては、ホームページの求人情報をこ覧下さい。
www.:ong‖ fe‐shiojiri.jp/

0×都合により担当医が変更となる場合がありますので、あらかじめお電話で確認の上御来院下さい。

〒399‐0703
長野県塩尻市広丘高出 16142

TEL 0263‐ 52‐3321

謗相篠よ紺 1晃″甥 ∬
RIr4

〒399‐0703
長野県塩尻市広丘高出 16141

TEL 0263‐ 53‐8522
URL www ong re shiOjirilp/

施設入所 短期入所療養介護
通所り八ビリテーション

〒399‐0703
長野県塩尻市広丘高出 1614‐ 1

TEL 0263‐ 53‐8526

介護てお困りのこと何でもこ相談下さい
ケアプラン作成 介護相談 介護保険に関するle談


